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要 旨
　

近年，測地学の分野における計測技術の進歩は著しく，その高精度な観測は，

地球の流体圏と固体圏とが広い周波数帯でカップリングしている様子を明らかに

してきた．一方，計測技術の進歩は，測地，地震，気象，海洋といった従来の学

問の分類の壁を超えた議論を必要としている．本講演では，上記の状況を

　　・J2変動と地球流体の運動，海底圧力観測の重要性

　　・重力の年周変動と陸水，海洋変動

　　・地球環境変動と測地計測

　　・地球自由振動観測の新たな展望

を例にとって紹介する．

Global Geodynamics and Geodesy

※使用した図は、ドイツの測地研究組織GFZ のホームページ（http://op.gfz-potsdam.de/champ/）より転載．
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